
1緒言  

筆者らはフライアッシュ(FA)を高炉スラグ微粉末

(BFS)で一部置換した粉体を出発材料としたジオ

ポリマー(GP)の配合と諸性質との関係を蒸気養生

コンクリートにおいて明らかにしてきた 1)。その結

果，GP-プレストレストコンクリートまくらぎを営業路

線に試験敷設する等の成果を得ている 2)。一方，

GP の高耐酸特性や高耐火特性を活かして，それ

を補修用の材料として使用する試みも行われてお

り 3)，筆者らの研究においても左官用GPモルタル

として良好な結果を得ている 4)。また，食品工場の

屋上や製糖工場の床面では，補修コンクリートが

劣化と補修を繰り返す事例もあり，これは糖分によ

るカルシウム(Ca)成分の溶出のためと報告されて

いる 5),6)ことから，遊離した Ca 成分を含まない GP 

硬化体は耐糖性を有した補修材料としても期待される。 

ここで，上記，糖分によるコンクリートの劣化として硬化コンク

リートの糖分によるCa成分の溶出が報告されているが，それに

より実際に硬化コンクリートの耐久性が低下するか否かは必ず

しも明確ではない。一方，左官補修において，補修箇所がわ

ずかでも糖分を含む場合，一般的なセメントでは硬化不良が

生じる可能性が高いが，左官用 GP モルタルの硬化時の耐糖

性と配合との関係を報告した例はない。 

そこで，本研究では糖分を添加した GP 左官用モルタルの

硬化性状に関して検討した。また，GP の左官施工で問題とな

る環境温度に関して 5℃及び 25℃における常温領域のGPの

硬化特性も併せて検討した。 

2試料の作製 

表 1に作製した GPモルタルの配合を示す。作製方法及び

配合記述は上原ら 7)に従い，使用溶液におけるアルカリ/水（以

下，A/W比）とケイ素/アルカリ（以下，Si/A比）の各モル比で示

した。また，比較のために，W/C50%の普通ポルトランドセメント

のモルタルも併せて作製した。作製したモルタルは 5℃あるい

は25℃の恒温槽に密封して静置し，7日経過時，及び28日経

過時に圧縮強度を測定した。 

3結果と考察 

図 1に 5℃及び 25℃で養生した各試料の 7日経過時と 28

日経過時のそれぞれの圧縮強度を示す。一般的に GPモルタ

ルの加温養生における圧縮強度は A/W比が大きいとき高くな

るが，本試験では A/W 比に対する強度変化は小さかった。ま

た，7日経過時の25℃養生の強度を除いて，Si/A比が大きくな

るにつれて強度が高くなる傾向が認められたが，これは 80℃

養生におけるGP強度の傾向 8)とは異なるものであった。また，

同一A/W比，Si/A比では BFS使用量の多いGPで強度が高

かった。これらは，5～25℃の養生温度においてBFSの反応が
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表 1 GPモルタル供試体の作製配合 

試料 
FA BFS SF 骨材 48%KOH 水 GNa 砂糖 A/W Si/A W/P 

kg/m3 モル比 体積比 

K-1N 355.6 287.6 12.0 1495.2 117.0 119.3 2.88 --- 0.10 0.20 0.730 

K-2N 350.9 283.7 8.9 1487.7 174.4 88.5 2.87 --- 0.15 0.10 0.736 

K-3N 348.4 281.7 18.0 1489.2 174.6 88.6 2.87 --- 0.15 0.20 0.742 

K-4N 350.7 283.5 26.9 1487.1 174.4 88.5 2.86 --- 0.15 0.30 0.736 

K-5N 348.2 281.5 23.7 1476.4 230.8 57.9 2.84 --- 0.20 0.20 0.736 

K-6N 290.8 351.4 18.0 1489.3 174.6 88.6 2.87 --- 0.15 0.20 0.743 

K-1Y 355.6 287.6 12.0 1495.2 117.0 119.3 2.88 27.7 0.10 0.20 0.730 

K-2Y 350.9 283.7 8.9 1487.7 174.4 88.5 2.87 27.5 0.15 0.10 0.736 

K-3Y 348.4 281.7 18.0 1489.2 174.6 88.6 2.87 27.6 0.15 0.20 0.742 

K-4Y 350.7 283.5 26.9 1487.1 174.4 88.5 2.86 27.5 0.15 0.30 0.736 

K-5Y 348.2 281.5 23.7 1476.4 230.8 57.9 2.84 27.3 0.20 0.20 0.736 

K-6Y 290.8 351.4 18.0 1489.3 174.6 88.6 2.87 27.6 0.15 0.20 0.743 

試料 
OPC 骨材 水 砂糖 W/C 

kg/m3 質量% 

NP-N 642.1 1253.6 321.3 --- 50 

NP-Y 642.1 1253.6 321.3 23.2 50 
GNa:グルコン酸ナトリウム 
骨材：強度試験用標準砂(JIS R 5201)  

 

図 1 K-1N～K-6N及び NP-Nの養生温度と強度の関係 
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速く支配的であり，FA が短期間で反応するためには，蒸気養

生に相当する高温履歴が必要なためと考えられる。なお，7 日

経過時の25℃養生に対する5℃養生GP試料の強度割合は，

NP モルタルと同等かむしろ大きかったが，28 日経過時では

GP モルタルの 25℃養生試料の強度は大きく増進したのに対

し，5℃養生試料の強度増進量は NP モルタルと比較して小さ

かった。したがって，GP モルタルは NP モルタルと比較して環

境温度の影響を受けやすいものと推察される。 

図 2は表 1における砂糖を添加した試料と無添加の試料の

モルタルフローを比較した図である。砂糖の添加により，GP モ

ルタル及び NP モルタル共にフロー値が増加したが，特に GP

モルタルの 0打フローでは，その増加量が大きかった。 

図 3は砂糖を添加したモルタルの 7日，28日経過時におけ

る 5℃及び 25℃養生試料の圧縮強度である。NP モルタルの

強度は全ての条件で 1MPa以下であった。一方，GPモルタル

を図 1 の結果と比較すると，5℃養生試料の強度が大きく低下

したが 25℃養生試料の強度低下は小さかった。また，砂糖無

添加の結果とは異なり，同一A/W比，Si/A比ではBFS量が多

い配合でむしろ強度が小さくなり，A/W0.1 の試料の強度が低

かった。これはBFS量が多い場合，C-S-H系の生成物が多くな

る 9)ため糖分の影響を大きく受ける可能性が示唆されるが，詳

細は今後検討したい。また，無添加試料と異なり Si/A 比の影

響が大きく，同一 A/W比で高 Si/A比で強度が大きくなる傾向

も得られており，今後さらに S/A 比の大きな配合も含めて検討

したい。 

4まとめ 

左官用 GP モルタルの養生温度及び砂糖添加の影響を検

討した結果を以下に記す。 

(1) GPモルタルの 7日経過時の 5℃養生試料の 25℃養生

試料に対する圧縮強度比は NP モルタルと同程度であ

るが，28 日経過時の強度比は小さく，低温での強度増

進が遅くなることがわかった。 

(2) GP モルタルは NP モルタルと比較して糖分による硬化

遅延や強度低下を受けづらい。 

(3) 本試験における GP の配合と強度との関係は，A/W 比

の影響が小さく高 Si/A 比で強度が大きくなる点で高温

養生試料とは異なることがわかった。 

(4) GP の配合と強度との関係は，砂糖添加の有無により異

なる結果となり，砂糖を添加した場合，高 BFS 量でも強

度増進効果が得られないこと等がわかった。 
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図 2 K-1～K-6及び NPのモルタルフロー 
注：NP-Y15打はフロー値が大きすぎて測定不可 
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図 3 K-1Y～K-6Y及びNP-Yの養生温度と強度の関係 
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